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長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、

国
家
公
務
員
に
お
い
て
も
、
人
事
院
規
則
を
改
正
す
る
措
置
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て
も
、
時
間
外
勤
務
の
上
限
に
関

す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
、
7
月
1
日
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
人
員
増
で
時
間
外
労
働
の
抑
制
を

　

当
局
は
、
他
律
的
業
務
を
各
局
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
指
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
30
年
度
に
上
限
時

間
を
超
え
た
部
署
に
つ
い
て
は
業
務

内
容
を
精
査
す
る
こ
と
、
課
全
体
で

　

７
月
か
ら
、『
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
を
な
く
す

…
』
と
本
庁
舎
と
区
役

所
庁
舎
の
「
喫
煙
所
」

を
撤
去
し
、
来
庁
の
市

民
を
含
め
て
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
し

た
◆
突
然
の
全
面
禁
煙
で
、
ニ
コ
チ

ン
中
毒
の
愛
煙
職
員
は
何
処
で
タ
バ

コ
を
喫
う
の
？
喫
煙
を
進
め
る
訳
で

は
な
い
が
何
の
サ
ポ
ー
ト
も
無
く
喫

煙
所
を
取
上
げ
ら
れ
た
愛
煙
家
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
◆
因
み
に
、
議

会
棟
と
本
庁
舎
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下

に
は
「
市
長
と
議
員
」
の
サ
ポ
ー
ト

喫
煙
所
が
残
っ
て
い
る
と
言
う
、
こ

れ
っ
て
忖
度
な
の
？
（
赤
子
）

時
間
外
削
減
す
る
よ
う
周
知
す
る
よ

う
で
す
が
、
業
務
内
容
を
決
め
て
い

な
け
れ
ば
、
今
ま
で
の
実
績
で
上
限

時
間
を
超
え
て
い
る
部
署
か
ら
、
他

律
的
業
務
と
し
て
申
請
さ
れ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
月
45
時
間
超
え

る
部
署
に
つ
い
て
は
、
超
え
た
時
間

か
ら
不
足
し
て
い
る
人
数
を
割
り
出

し
、
人
員
を
増
や
す
こ
と
で
時
間
外

勤
務
を
抑
え
る
べ
き
で
す
。

〇
他
律
的
・
特
例
業
務
の
拡
大
解
釈

　

は
反
対

　

長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労
働
は
、

疲
労
の
蓄
積
を
も
た
ら
す
最
も
重
要

な
要
因
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
脳
・

心
臓
疾
患
と
の
関
係
性
が
強
い
と
い

う
医
学
的
な
知
見
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
厚
労
省
は
月
45
時
間
を
超
え
る

と
健
康
障
害
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る

と
提
言
し
て
い
ま
す
。
当
局
は
国
と

同
様
の
規
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
設
定
で
は
過
労
死
寸
前
で
す
。

　

過
労
死
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
も

①原則部署　
 ・月45時間以下
 ・年間３６０時間以下
②他律的業務（業務量、実施時期、その他業務の遂
行に関する事項を自ら決定することが困難な業務）
の比重が高い部署

 ・月１００時間未満
 ・年７２０時間以下
 ・２～６カ月平均で月80 時間以下
 ・月45時間超は年６回以内
③特例業務が適用される業務
　当該職場において、係の人員配置換えなど適切
な対応をとったうえでも、時間外命令を命じなけれ
ば、公務の運営に重大な支障をきたすおそれがあ
る業務で、かつ緊急に処理する必要がある業務

時間外勤務の上限時間等の概要

他
律
的
業
務
を
拡

大
解
釈
さ
せ
な
い

こ
と
や
、
特
例
業

務
は
大
規
模
災
害

に
限
定
す
べ
き
で

す
。

〇
不
払
い
残
業
の

　

撲
滅
を

　

本
庁
舎
・
小
倉

北
区
役
所
庁
舎
で

実
施
し
た
残
業
実

態
調
査
で
、
黙
認

の
時
間
外
命
令
、

い
わ
ゆ
る
不
払
い

残
業
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の

人
員
体
制
で
は
、
上
限
規
制
に
よ
り

ま
す
ま
す
不
払
い
残
業
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

〇
健
康
で
働
き
続
け
る
に
は

　

市
職
労
は
、
職
員
の
健
康
確
保
の

観
点
か
ら
、
上
限
時
間
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
特
例
と
す
る
の
は

大
規
模
災
害
の
み
と
す
る
こ
と
、
超

勤
時
間
は
人
員
配
置
に
よ
り
月
45
時

間
以
内
と
す
る
こ

と
、
不
払
い
残
業
を

無
く
す
こ
と
な
ど
、

今
後
も
当
局
に
要
求

し
て
い
き
ま
す
。

①原則部署
・月45時間以下
・令和２年３月31日まで２７０時間以下
②他律的業務の比重が高い部署
 ・月１００時間未満
 ・令和２年３月31日まで５４０時間以下
 ・２～６カ月平均で月 80 時間以下
 ・月45時間超は年５回以内

令和元年の上限時間について

超
勤
規
制
は
じ
ま
る
！

守
れ
る
人
員
体
制
な
の
？

守
れ
る
人
員
体
制
な
の
？



　

市
職
労
一
般

評
議
会
は
、「
組

合
員
と
家
族
向

け
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
企
画
」

と
し
て
、
一
昨

年（
８
月
26
日
）

は
「
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
」、
昨
年

（
8
月
25
日
）

は
「
ギ
ラ
ヴ
ァ

ン
ツ
北
九
州
」、

今
年
も
6
月
16

日
に
「
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
観
戦

ツ
ア
ー
」
を
行

い
ま
し
た
。
横

浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
と

の
試
合
は
13
時

開
始
、
評
議
会

の
西
坂
事
務
局

長
を
含
む
12
人

の
組
合
員
さ
ん
と
家
族
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ヤ
フ
オ
ク
！
ド
ー
ム
」
の
レ

フ
ト
ス
タ
ン
ド
５
階
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス

カ
イ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
」
で
、
12
時

か
ら
食
べ
放
題
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を

利
用
。
み
な
さ
ん
、
試
合
ま
で
の

間
、
食
べ
た
り
・
飲
ん
だ
り
で
ゆ
っ

く
り
と
寛
い
で
い
ま
し
た
。
フ

リ
ー
ド
リ
ン
ク
（
ウ
ー
ロ
ン
茶
・

コ
ー
ヒ
ー
・
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
）

は
無
料
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
類

は
有
料
で
す
。
５
回
か
ら
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
な
ど
デ
ザ
ー
ト
も
出
ま

し
た
。

　

抑
え
の
森
投
手
が「
登
録
抹
消
」。

「
け
が
人
続
出
、
今
日
の
試
合
も

厳
し
い
か
な
？
」
と
予
想
。
延
長

12
回
裏
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
で
し
た

が
、
あ
と
１
本
が
出
ず
、「
引
き

分
け
」。
グ
ラ
ン
ド
か
ら
高
さ
68

ｍ
の
ド
ー
ム
の
屋
根
ま
で
「
ア
〜

ア
」
と
大
き
な
た
め
息
が
当
た
っ

た
み
た
い
で
し
た
。

　

今
後
も
組
合
員
さ
ん
向
け
に
楽

し
い
催
し
を
企
画
し
ま
す
の
で
、

告
知
を
お
見
逃
し
な
く
！

試合開始前の始球式の様子

ソフトバンクホークスソフトバンクホークス観戦ツアー
一般評議会

　

６
月
28
日
戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
「
う
た
あ
そ
び
の
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
採
17
名
、

ち
ょ
っ
と
先
輩
、
大
い
に
先
輩
方

と
全
37
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
第
二
赤
間
保
育
園
の
、

木
下
豊
彰
さ
ん
。
一
昨
年
か
ら
好

評
の
、
う
た
あ
そ
び
の
伝
道
師
。

は
じ
め
ま
し
て
の
意
味
を
込
め
た

「
お
は
よ
う
」
な
ど
、
楽
し
い
歌
、

踊
り
、
ち
ょ
こ
っ
と
工
作
に
、
皆

の
笑
顔
と
声
が
響
き
ま
し
た
。『
若

い
っ
て
い
い
な
♬
』
と
、
私
た
ち

も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
の
途
中
で
、
組
合
の
訴

え
を
行
い
、
坂
内
書
記
次
長
か
ら

青
年
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
て
の
挨

拶
、
部
会
と
し
て
今
ま
で
の
勝
ち

取
っ
た
権
利
な
ど
も
伝
え
、
県
下

の
自
治
体
で
は
公
立
保
育
所
が
殆

ど
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
北
九
州

市
は
組
合
の
要
求
や
行
動
の
結
果
、

存
続
し
て
い
る
こ
と
、
組
合
員
が

増
え
れ
ば
要
求
も
叶
い
や
す
く
な

る
の
で
加
入
を
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
ま
し
た
。

【
以
下
参
加
者
の
声
】

◇
講
師
の
方
が
男
性
で
、
他
の
保

育
所
の
男
性
に
も
話
が
で
き
、
や

り
易
か
っ
た
。
工
作
が
苦
手
な
僕

で
も
出
来
た
の
で
、
面
白
く
家
で

も
作
り
、
保
育
所
で
も
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。（
新
採
男
性
）

◇
楽
し
か
っ
た
で
す
。
同
期
の
人

た
ち
も
結
構
い
て
話
も
で
き
た

し
、
爪
楊
枝
で
テ
ー
プ
を
巻
い
て

作
る
独
楽
は
は
じ
め
て
で
、
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
新
採
女

性
）
◇
楽
し
か
っ
た
で
す
。
忍
者

の
踊
り
な
ど
楽
し
く
て
、
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
会
に
も
に

丁
度
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
2
年
目
女
性
）

　

皆
さ
ん
、
組
合
に

　
　
　

加
入
し
て
ね
ー
‼

歌
っ
て
踊
っ
て
作
っ
て
楽
し
か
っ
た
！

歌
っ
て
踊
っ
て
作
っ
て
楽
し
か
っ
た
！

ー
保
育
所
部
会
新
採
歓
迎
う
た
あ
そ
び
の
会
ー

ー
保
育
所
部
会
新
採
歓
迎
う
た
あ
そ
び
の
会
ー  

木下豊彰さん木下豊彰さん

組合員還元企画



　

７
月
の
６
・
９
行
動
は
、
９
日

の
夕
方
、
小
倉
の
鴎
外
橋
で
行
い

ま
し
た
。
一
昨
年
の
７
月
７
日
に

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立

し
て
２
年
経
ち
、
こ
の
条
約
の
署

名
国
は
70
ヶ
国
、
批
准
は
23
ヶ
国

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
国

内
で
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
、
批
准
を
求
め
る
決
議
」
を

３
７
７
の
自
治
体
の
議
会
が
決
議

し
て
い
る
と
の
事
。「
長
年
の
草

の
根
の
運
動
が
実
を
結
び
、
世
界

は
核
兵
器
を
な
く
す
方
向
に
動
き

始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
す
る
た
め
に

も
皆
さ
ん
の
署
名
が
力
と
な
り
ま

す
」
と
訴
え
、
仕
事
帰
り
の
男
性

が
署
名
に
応
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

来
月
９
日
は
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
。
こ
の
日
、
原
爆
の

第
一
目
標
だ
っ
た
小
倉
の
地
で

６
・９
行
動
を
行
い
ま
す
。

９条の会９条の会

　

６
月
21
日
、
霞
が
関
周
辺
で
、

全
国
か
ら
約
千
人
が
参
加
し
、

中
央
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
市

職
労
か
ら
は
前
田
書
記
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
厚
労
省
前
座
り
込
み

行
動
を
皮
切
り
に
、
人
事
院
前

要
請
行
動
、
お
昼
休
み
か
ら
総

決
起
集
会
、
午
後
５
時
か
ら
最

低
賃
金
引
き
上
げ
宣
伝
活
動
な

ど
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
災

害
が
頻
発
す
る
も
と
で
、
公
務

公
共
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
世
論
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
来
る
参
議

院
選
挙
に
お
い
て
市
民
と
野
党

の
共
同
で
政
治
を
変
え
よ
う
と

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

全国の仲間と人事院要請行動

全国一律最低賃金1,000円以上を！
公務員賃金の引き上げを！

　

６
月
16
日
（
日
）
に
、
八
幡
西

区
の
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
第
56
回
北
九
州
母
親
大
会
に

は
、
市
内
の
各
団
体
や
地
域
か
ら

約
５
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
平
和
、
暮
ら
し
、

う
た
ご
え
、
介
護
、
教
育
の
５
つ

の
分
科
会
に
別
れ
、
学
習
や
討
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
職
労
は
暮
ら
し
の
分
科
会

「
ど
う
な
る
私
た
ち
の
暮
ら
し

－

水
道
民
営
化
」
を
担
当
。
水
道
評

議
会
の
永
野
さ
ん
を
助
言
者
に
迎

え
、
水
道
民
営
化
の
問
題
を
学
習

し
、「
①
改
正
水
道
法
の
中
味
を

学
習
し
広
め
る
。
②
自
治
体
の
責

任
で
安
全
安
心
な
水
を
守
ら
せ
る
。

水
道
事
業
は
直
営
を
堅
持
さ
せ
る
」

の
二
項
目
を
申
し
合
わ
せ
事
項
と

し
ま
し
た
。
今
後
、
各
分
科
会
の

申
し
合
わ
せ
事
項
を
北
九
州
市
に

対
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

午
後
の
全
体
会
で
は
、「
歌
で

つ
な
ぐ
憲
法
の
話
ー
憲
法
に
託
さ

れ
た
夢
と
希
求
」
と
題
し
て
、
武

蔵
野
美
術
大
学
教
授
の
志
田
陽
子

さ
ん
の
講
演
。
学
生
が
つ
く
っ
た

ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が
ら
、「
レ
・

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」、「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ

グ
レ
イ
ス
」、「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の

我
が
家
」
等
を
美
し
い
声
で
披
露
、

そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
「
平
和
や
自

由
、
平
等
を
希
求
す
る
思
い
」
が

日
本
国
憲
法
に
こ
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
す
る
人
と
の
別
れ
を
う
た
っ

た
「
デ
ニ
ー
ボ
ー
イ
」
で
は
、「
戦

争
で
還
っ
て
こ
な
か
っ
た
人
に
は

二
種
類
あ
る
。
戦
死
し
て
還
っ
て

こ
な
か
っ
た
人
、
そ
し
て
心
に
傷

を
負
い
日
常
生
活
に
還
れ
な
く

な
っ
た
人
」「
そ
う
い
う
人
を
二

度
と
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
世
界
中

に
憲
法
９
条
が
あ
れ
ば
い
い
」
と

話
す
外
国
人
の
映
像
が
映
さ
れ
、

見
る
人
の
心
に
ひ
び
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
「
憲
法
守
ろ
う
」「
消

費
税
増
税
反
対
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
黒

崎
駅
ま
で
元
気
に
母
親
行
進
で
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

平
和
が
い
ち
ば
ん

平
和
が
い
ち
ば
ん  
く
ら
し
を
守
ろ
う
！

く
ら
し
を
守
ろ
う
！

志田先生も参加した母親行進

お
知
ら
せ

―
７
月
―

●
21
日
（
日
）

　
【
参
議
院
選
挙
投
開
票
】

●
27
日
（
土
）
14
時
半
～

　
【
市
立
病
院
機
構
職
員
労
働
組

　

合
結
成
大
会
】
Ｋ
Ｍ
Ｍ　
４
Ｆ

―
８
月
―

●
７
日
（
水
）
13
時
頃

　
【
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
】

　
　
　

北
九
州
市
役
所
前
通
過

市
職
労
役
員
選
挙

組
合
員
の
み
な
さ
ん
！

も
れ
な
く
投
票
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈
投
票
期
間
〉

　

７
月
18
日
〜
29
日

ナガサキデー集会ナガサキデー集会
原水爆禁止世界大会長崎大会の

フィナーレ　参加者募集！

８月９日（金）
長崎市民会館体育館・
文化ホール
貸し切りバスで行きます

くわしくは

市職労へ



　

記
録
的
に
遅
い
梅
雨
入
り
の
今

年
、
冷
夏
予
想
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？
４
０
０
周

年
に
沸
く
小
倉
祇
園
太
鼓
に
は
行

か
な
く
ち
ゃ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

今
夏
も
シ
ネ
コ
ン
は
邦
洋
の
シ

リ
ー
ズ
も
の
ア
ニ
メ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
映

画
が
ず
ら
り
と
並
び
、
私
は
暇
で
す
。

　

楽
し
み
な
の
は
、
19
日
公
開
の

新
海
誠
監
督
の
３
年
ぶ
り
の
新
作

ア
ニ
メ
「
天
気
の
子
」。
予
告
編

は
秀
逸
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
よ

う
！
小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
と
イ

オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑
で
上
映
中
の

「
新
聞
記
者
」
は
東
京
新
聞
の
望

月
衣
塑
子
の
原
作
を
映
画
化
。
日

本
映
画
と
し
て
は
珍
し
い
ほ
ど

真
っ
向
か
ら
政
権
批
判
。
テ
ー
マ
、

俳
優
陣
の
熱
演（
主
演:

松
坂
桃
李
）

は
観
る
価
値
大
！

　

小
倉
昭
和
館
２
で
は
『
映
画
で

想
う
戦
争
』
と
銘
打
っ
て
上
映
中
。

13
日
か
ら
は
上
映
３
年
目
と
な
る

ア
ニ
メ
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

と
下
関
市
の
梅
光
学
園
が
舞
台
の

青
春
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
隣
人
の
ゆ

く
え
〜
あ
の
夏
の
歌
声
」、
20
日

か
ら
は
18
年
の
ド
イ
ツ
映
画
「
ヒ

ト
ラ
ー
を
欺
い
た
黄
色
い
星
」
と

新
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
誰
が

た
め
に
憲
法
は
あ
る
」
の
各
々
２

本
立
て
。
ア
ニ
メ
以
外
は
北
九
州

初
公
開
で
、
こ
の
特
集
全
体
を
イ

チ
オ
シ
に
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

今
秋
の
北
九
州
国
際
音
楽
祭
の

チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
中
。
ど
れ
も
お

ス
ス
メ
で
す
が
、
イ
チ
オ
シ
は
10

月
12
日
（
土
）
15
時
か
ら
響
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
「
森
麻
季
﹇
ソ

プ
ラ
ノ
﹈・
鈴
木
優
人
﹇
チ
ェ
ン
バ

ロ
＆
ピ
ア
ノ
﹈」
。
〝
心
が
煌
め
く

天
上
の
響
き
〞
を
ご
一
緒
に
堪
能

し
ま
し
ょ
う
！
前
売
自
由
席
ペ
ア

６
千
円
は
格
安
！

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
17
年
の
日
本
映
画
「
野

球
部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
」。

八
女
市
の
教
諭
・
竹
島
由
美
子
の
実

践
記
録
が
原
作
。
高
校
の
野
球
部
員

と
演
劇
部
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
の

中
で
ど
う
成
長
す

る
か
？
顧
問
の
先
生
達
に
も
注
目
！

21
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

22
日
（
月
）
19
時 

小
倉
昭
和
館
１

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
中
世
編

中
世
編  

③③

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

寿
永
三
年
（
１
１
８
４
年
）
２

月
、
一
の
谷
合
戦
で
源
氏
に
敗
れ

た
平
氏
は
四
国
屋
島
に
撤
退
、
直

も
屋
島
に
城
郭
を
構
え
留
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
頃
平
清
盛
の
四

男
知
盛
は
、
彦
島
の
福
浦
に
陣
を

置
き
「
門
司
関
」「
赤
間
関
」
を

固
め
関
門
海
峡
を
押
さ
え
て
い
ま

し
た
。
配
下
の
紀
伊
通
資
に
命
じ

て
門
司
関
に
城
を
築
か
せ
た
の
が

門
司
城（
山
城
）の
始
ま
り
で
し
た
。

　

文
治
元
年
（
１
１
８
５
年
）
２

月
、
源
義
経
に
屋
島
を
攻
略
さ
れ

た
平
氏
は
、
彦
島
の
知
盛
の
も
と

へ
西
下
し
て
い
き
ま
す
。
九
州
で

は
豊
後
の
緒
方
惟
義
ら
に
迎
え
ら

れ
た
源
範
頼
軍
が
「
芦
屋
」
で
大

宰
府
の
原
田
種
直
（
平
氏
家
人
）

の
迎
撃
軍
を
破
り
、
北
九
州
を
制

圧
し
て
い
ま
し
た
。
屋
島
か
ら
平

氏
を
追
走
し
て
き
た
源
義
経
率
い

る
源
氏
水
軍
と
の
決
戦
を
決
意
し

た
平
氏
は
、
３
月
24
日
早
朝
、
彦

島
・
赤
間
関
・
門
司
関
か
ら
関
門

海
峡
の
田
野
浦
沖
に
集
結
、
長
府

（
串
崎
）
沖
の
源
氏
水
軍
と
対
峙

し
た
。

　

源
平
の
海
上
合
戦
も
昼
頃
に
は

大
勢
が
決
し
壇
ノ
浦
付
近
で
平
氏

軍
は
壊
滅
、
こ
こ
に
平
家
は
滅
亡

し
た
。
門
司
に
は
「
平
家
一
杯
の

水
」（
和
布
刈
）
や
大
積
天
疫
神

社
内
水
天
宮
の
「
海
御
前
」
伝
承

な
ど
平
家
滅
亡
に
か
か
わ
り
の
あ

る
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

門
司
関
は
、

戦
後
処
理
に

あ
た
っ
た
源

範
頼
に
接
収

さ
れ
た
後
、

鎌
倉
幕
府
の

管
轄
下
に
お

か
れ
ま
し
た
。

源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、

守
護
地
頭
職
制
が
確
立
さ
れ
る
と

平
氏
の
有
力
地
盤
と
な
っ
て
い

た
。
九
州
に
は
、
守
護
に
東
国
の

御
家
人
が
あ
て
ら
れ
、
豊
前
・
筑

前
・
肥
前
の
三
国
の
守
護
に
武
藤

資
頼
が
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
武
藤

資
頼
は
太
宰
小
弐
と
も
な
り
、
旧

来
か
ら
の
九
州
統
括
機
関
「
大
宰

府
」
を
掌
握
し
て
い
ま
す
（
武
藤

氏
は
い
つ
し
か
「
小
弐
氏
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
）。

　

や
が
て
幕
府
の
実
権
を
握
っ
た

北
条
氏
が
門
司
関
に
進
出
し
て
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く 水天宮とカッパになった海御

　

市
職
労
は
７
月
９
日
、
人
事
委

員
会
調
査
課
と
今
年
の
勧
告
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
要
求
書
は
6
月
3
日
提
出
。
内

容
は
２
２
０
３
闘
争
情
報
参
照
）

　

主
な
要
求
は
①
賃
金
に
関
す
る

こ
と
②
労
働
時
間
（
特
に
時
間
外

労
働
時
間
の
上
限
規
制
、
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
）
に
関
す
る
こ
と

③
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
関

す
る
こ
と
④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
つ
い
て
な
ど
、
職
場
の
実
態
を

出
し
な
が
ら
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
回
行
わ
れ
る
事
務
局
長
会
見

で
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
い
た
署
名
を
提
出
し
ま
す
。

　

今
後
、
人
事
院
・
人
事
委
員
会

勧
告
が
出
さ
れ
、
秋
の
確
定
に
向

け
て
署
名
活
動
、
要
請
行
動
な
ど
、

色
々
な
行
動
が
提
起
さ
れ
ま
す
。

黙
っ
て
い
て
は
賃
金
の
引
き
上
げ

も
、
労
働
条
件
改
善
も
あ
り
ま
せ

ん
。
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は

大
き
な
力
（
組
合
員
の
数
）
が
必

要
で
す
。
市
職
労

に
加
入
し
私
た
ち

の
要
求
実
現
に
向

け
て
と
も
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

人
事
委
員
会
意
見
交
換


